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～フィールドこぼれ話～ 
 

「ゴリラを訪ねてジャングルへ」 
 

藤田志歩（鹿児島大学共同獣医学部） 
 
キャンプの朝は、お手伝いのおばさんたちが朝食の支度をするのを、一人用テントの中で聞き

ながら目を覚まします。テントから這い出し、「夜、ゾウがテントの近くまで来ていたね。」と

彼女たちに挨拶をすると、「そう。だから、私が大声出して追っ払ってやったわよ。」と、村一

番のしっかり者のおばさんが答えます。そうしているうちに、調査の手伝いをしてくれているト

ラッカーたちも、次々とそれぞれのテントから出てきます。みんなで簡単に朝食を済ませ、身支

度を整えると、さあ出発。今日の調査の始まりです。 
トラッカーはわずかに倒れた草の倒れ方や食べ残した果実のかけらから、今日はゴリラたちが

どこにいるのか見当をつけ、私を連れて行ってくれます。しばらくすると、ギャーと喧嘩でもし

たのかゴリラの声が聞こえてきます。私たちは、コンコンコンと舌を鳴らして自分たちが近くに

いることをゴリラたちに知らせます。グゥというげっぷ音でゴリラから返事が返ってくれば、「そ

ばにいてもいいよ」という合図です。もしこれが知らないゴリラのグループなら、ウォッという

叫び声と下痢便を残して一目散に逃げていきます。 
ゴリラが見つかると追跡の開始です。何を食べ、誰と誰が近くにいて、喧嘩をしたり、仲良く

一緒にくつろいだり、といった生活の様子を野帳に記録してゆきます。ゴリラにしてみれば、毎

日後ろからストーカーのように人間が付いてくるのですから、いくら慣れたとは言え、きっとう

っとうしいことでしょう。私たちは、なるべくゴリラたちの邪魔をしないように心がけてはいる

ものの、もっと近くでよく見たいと思うがあまり、近付き過ぎてしまうことがあります。すると、

グループ唯一のおとな雄であるシルバーバック（おとなになると、背中の毛が白くなるため、こ

のように呼ばれます）に怒られます。シルバーバックはグループみんなの安全を常に気にかけな

がら、危険を感じると真っ先に先頭に立ちます。シルバーバックは、100 kg 以上はあろう大き

な体をしていますが、力まかせに襲ってくることは滅多になく、じっと私たちを睨みつけてから、

大きな背中を見せてつけて威圧します。 
霊長類の中でもヒトに最も近い大型類人猿は、寿命が長く、彼らの社会や生態を理解しようと

すると、何十年という年月がかかります。そのため、私の調査は毎年同じ調査地に通い続けるこ

とになります。ここ９年ほど、ガボン共和国に通っています。最初にここの森に入った時は、現

地名で「フールー」と呼ばれる小さなブユに手足や顔などを刺されて真っ赤に腫れ上がり、悶絶

するほどの痒さに苦しめられましたが、通ううちに刺されても腫れなくなりました（痒いのは相

変わらずですが）。何週間ものテント暮らしは快適とは言えませんが、ジャングルの中に入って

行って、動物たちがどのように暮らし、どのような一生を送るのかを間近に見ながら、自分もま

るでその中で暮らしているかのような、わくわくとした感じは、何度訪れても薄れることはあり

ません。 

 
調査対象にしているゴリラグループのシルバーバック 
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編集後記 

 この 2 月に奄美大島の大島高校で客員教授のロイ

ル先生が講演を行い、高校生たちと意見交換する機

会がありました。高校生も英語で奄美の食べ物や観

光の見所を紹介してもらい、その素晴らしい発表に

感心しきっていました。島の高校生と海外の研究者

を結ぶというのは、奄美分室が出来た一つの成果で

あり、これからも続けていきたいと思っています。

（大塚 靖） 
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 『とうがらしに旅して』  
 

第十二回 「種子島・屋久島の唐辛子利用―魔除け・湿布―」 
 

 『中種子町郷土誌』を読んでいて「こしょう（唐がらし）を軒にかけておくとはやり病気がこ

ない」という唐辛子の魔除けとしての利用方法を見つけたときにはとても驚いた。『まよけの民

俗誌』によると、茨城県や千葉県、新潟県、長野県でもはやり病の魔除けとして戸口に唐辛子を

吊るすことが知られているようだ。奄美群島以南ではクモ貝やスイジ貝などの貝類を軒先に吊る

して魔除け（厄除け）とすることが多いため、唐辛子を魔除けとして利用する文化は、大隅諸島

と奄美群島の間に線を引くことができるのかもしれない。『屋久町郷土誌第三巻』の安房村の項

に「打ち身のとき、トイシ草とタマゴ・メリケンコ・焼酎・コショウなど七品をすり合わせて患

部につける」とあったが、この「コショウ」が唐辛子なのか胡椒なのか、判別がつかない。どう

してかといえば、屋久島における唐辛子の方言名が「こしょう、こーしょう」だからだ。この前

三島村で唐辛子の調査をしたとき、三島村における唐辛子の方言名は「こしょう」だと聞いてい

たので、「こしょうについてお話を伺いたいのですが」と島民の方々に質問をした。すると、そ

れを唐辛子ととらえる人がいたり、胡椒ととらえる人がいたり・・・。そこで「とうがらしにつ

いて・・・」と質問してみると、「とうがらしは知らん」となり、残念な思いのなか世間話をし

ていると、「でもこしょうなら昔はあったなー」となる。聞き手・話し手の年齢や性別、出身地、

長らく暮らしてきた地域などの違いにより、「こしょう」の意味がずいぶんと変わってくるもの

だ、と再認識したばかり。ただし、『与論島薬草一覧』や『沖縄民俗薬用動植物誌』、『聞き書

佐賀の食事』に唐辛子の湿布としての利用方法が書かれていることや、現在市販されている温湿

布に唐辛子の成分が入った製品もあることを考慮すると、屋久島の「こしょう」湿布は「とうが

らし」湿布なのではないだろうか。（山本宗立） 

 
懇親会でチヂンを叩くロイル教授 
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